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疫学研究・臨床研究に関する情報の公開について

当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を

研究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。

研究課題名 実臨床における治療選択と、AIの導き出す治療選択の一致率に関する検討

当院の研究責任者

医療分野でも AIは密接に関係してきており、皮膚科分野では特に臨床診断という分

野で AIが活躍している。しかし、AIによる治療選択に関して議論されることはほとんど

ない。各国のガイドラインを記憶させた Alを用いて、カルテ上の一般的なデータ(年

齢、性別、既往歴、内服薬、皮疹の性状、家族歴、喫煙・飲酒、これまでの該当疾患

の治療歴や受診まで期間、血液検査結果)からAIがどの治療選択肢を選ぶのかを検

討して、我々の治療選択肢とどのくらい一致するのか調査する。一致率が高いのであ

れば、今後患者様にとって AIが治療選択の際の一助となる可能性があり、今後の AI

の応用の拡大につながっていくと考えております。

調査データ

該当期間
西暦 2020年 4月 から2027年 03月 までの情報を調査対象とする

利用又は提供を開始す

る予定日

研究の方法

(使用する情報 )

●対象となる患者さま

皮膚疾患で当科を受診された患者様

●利用する情報

電子カルテに記載のある診療記録、検査データを利用する

患者背景 (年齢、性別、現病歴、既往歴、合併症、薬歴等)

生理学的検査値 (身長、体重、BMI、 血糖など)

血液学的検査値

生化学的検査値

各疾患のガイドラインデータ

★上記以外の、皮疹の写真など個人が特定されうるデータは取り扱いません

試料/情報の

他の研究機関への提供

及び提供方法

■他の機関への試料・情報の提供はない

研究代表機関

個人情報の取り扱い

本研究の目的を達成するために必要な範囲を超えて診療録からの個人情報を取り扱

いません。また、得られた情報は個人が特定されないように加工した上で、細心の注

意を払い安全に管理します。本研究により得られる研究結果は個人が特定されること

はない形でまとめ、英語論文や学会で発表させて頂く場合がございます。

他機関の研究者に既存試料・情報を提供する場合は、対応表は提供せず、個人の識

別が出来ないよう措置を行います。

様式-1-2

皮膚科 三間芳人/五十棲健

本研究の目的

西暦 2026年 01月 から

東京警察病院



問い合わせ。連絡先
東京警察病院 皮膚科 三間芳人/五十棲健


